
















昨年まで慢性甲状腺機能障害の疫学と予後に関する研究班において行われていたマススク

リーニングで発見されたクレチン症の全国調査を、本年度より当研究班としても継続して

行った。今回はクレチン症のみならず、一過性甲状腺機能低下症および一過性高TSH 血症

などの周辺疾患も再度調査を行った。第 3次調査時までに報告のあった症例に対しては、

その後の診断名変更の有無、新たに確定した病型、発達等の臨床経過の追跡調査を行った

。第 3次調査以後昭和 58 年 3月 3 旧以前に出生した新たな症例に対しては個人調査表に記

入していただいた。今回の調査は、昭和 58 年 8 月に全国 130 病院に調査を依頼し、75 病

院(58%)より返信を受けた。返信のなかった病院のほとんどは前回までも症例なしの病院で

あった。病型の確定しているクレチン症および未確定ではあるが甲状腺剤の治療を続けて

いる症例をクレチン症とした。一過性甲状腺機能低下症および一過性高TSH 血症は共に確

実に一過性である事が判明している症例に限り、後者は宮井らの定義に準じた(後述)。検

査成績上は異常が続いているが無治療で経過を追っている症例を経過観察中として集計し

、調査表の検討により非該当例は除外した。403 例のクレチン症が治療管理されており、

57 例の一過性甲状腺機能低下症と、55 例の一過性高 TSH 血症が報告され、31 例が経過観

察中であることが判明した。諸データーは千葉大医学部附属病院医療情報部で開発した医

学データー管理システムによって集計処理した。 


